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新たな時代の「国際化」
細野英夫・的場哲朗・向井千代子・David　Bradley・渡部ちあき
はじめに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細野英夫
　1987年1月4日アメリカで『日本教育の現状』、同じ5日日本で『アメリ
カの教育改革』が発表された。これは1985年にともに再選を控えたレーガン
大統領と中曽根元首相が互いに相手国の教育について分析してはどうかと話
し合った事がきっかけとなって、カルコン（日米文化教育合同委員会）の勧
告および同年9月の森文部大臣とベル教育長官との会談における合意という
手順を踏んで、1984年IO月から2年間にわたる日米教育協力研究が実施され
た結果の報告であった。
　この報告書は、当時の日本の高等教育の構造的な変化を考える際に有効な
手がかりを与えるものであった。
　アメリカ側報告書は、日本の大学教育はアメリカの大学教育に比べてかな
り弱体であるとし、大学院教育については社会、学生の関心は低く、大学院
在籍はアメリカに比べて格段に少ないとしている。また、日本の大学の研究
費はアメリカの約10分の1にすぎないことを指摘している。さちに、生涯教
育の視点からみても、アメリカの大学では今や成人学生が半数に近いのと対
照的に、日本の大学には25歳以上の学生がほとんどいないことを指摘し、日
本の大学が、アメリカの大学とくらべると、生涯学習社会への対応、教育方
法の適正化、研究投資、国際化などの面で大きく立ち遅れていることを明ら
かにした。
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　一方日本側報告書は、アメリカの教育が第二次世界大戦終結後今日までの
間に、同国社会の著しい多様化、マイノリティや女性の就業機会の進展など
の社会の変化に適応してきたことを積極的に評価するが、半面そのために学
力水準の低下や一部学生の不適応などの歪みが起き、これらの問題を基本理
念に照らして矯正することが今日のアメリカの教育改革のテーマであるとみ
なしている。急速な科学技術の進展による生涯教育の必要性の高まりのみな
らず企業経営の国際化の進展や労働力の多民族化など、社会的、制度的条件
の変化に関してわが国に先行したアメリカの経験と実績が、大きな社会の改
革期を迎えたわが国の高等教育に参考になると判断された。
　アメリカの大学は、機能的には高等教育・研究・社会奉仕の三つをもって
いるとされている。また、大学の任務を多様なサブカルチャーをもつアメリ
カ社会にあって指導的地位に立つ者の知的統合を行うために高等教育を施す
ことにあるともしている。他方、先端的な研究の推進を主たる任務とする大
学はおそらく全米3300の大学のうち100校内外ともくされ、ここには、創造
的な研究者が集約的に結集し、優秀な学生を競争的に選抜し、連邦政府や企
業などの資金が集中投資されている。しかし、州立大学が農業と工業の振興
に奉仕することにその基本精神があることでもわかるように、大学に社会奉
仕の機能が深く組み込まれているのである。
　一方日本の大学は、明治政府によって国家枢要の人物を養成するために設
立された旧帝国大学にその原型がある。実際には、それだけでは国家の人材
需要を満たすことができなかったので、政府が監督する一部の民間の高等教
育機関に官僚への受験資格を認めるかたちで私学が形成された。大学は研究
機関、高等教育機関として、社会への人材供給機能をもつものとして出発した。
　現在の日本の大学は、大学教育の大衆化、高度情報化、技術化を含めた、
前記生涯学習社会への対応、教育方法の適正化、研究投資、国際化などにつ
いて対応への試行錯誤のスタートについた段階にある。
　特に生涯学習は、ただ単に18歳人口の減少に直面して、そのギャップを埋
めるという消極的なものではなく、むしろ従来見落とされてきた人々に高等
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教育へのアクセスを与える重要な意味をもっているといえよう。これについ
ては、伝統的な考え方をとる人々の中には、大学の権威を失墜させるものと
して、また大学生活の実体を伴わない大卒を作り出すことになるということ
を理由に批判的な者もいる。しかし、成人への大学の門戸開放は、大学開放
講座、科目等履修生など非伝統的な方法の導入により、教育の機会均等を大
きく前進させているのである。しかし、一つ一つが固い制度になっていて、
大学教育の弾力的な学習体制に繋がっていない恨みがある。
　平成3年2月大学審議会は、文部大臣よりの諮問「大学等における教育研
究の高度化、個性化及び活性化等のための具体的方策について」を受けてこ
れに答申している。この中で大学の自己点検・評価について、特に社会との
連携の項目において公開講座の開設、社会人の受け入れ（特別の履修コース
等）、及び教員の学外活動をその対象としている。大学のまた大学人として
の役割のひとつがここにあることがわかる。
　今度の公開講座は、「新たな時代のく国際化＞」を統一テーマとして、新
進気鋭の若手の教員を中心に外国人講師を加えて行われ、概ね好評を得た。
さらにその内容を活字として残したいという意欲熱意は高く評価され、今後
のさらなる発展に寄与するものと確信し、深く敬意を表します。
第4回白鴎大学・白鴎女子短期大学公開講座
　　r新たな時代の〈国際化＞」を終えて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的場哲朗
　以下の論文は、1994年ll月8日から10日まで開催された「第4回白鴎大学・
白鴎女子短期大学公開講座「新たな時代の〈国際化＞』」において講じられ
た講演をひとつにまとめたものである。統一テーマは、一応、「新たな時代
の〈国際化〉」となっているが、しかし講演内容についてはまったく打ち合
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わせていない。皆で仲良く渡る（画一的な）国際化など、最初から頭になかっ
たからだ。いわんや、国際化を盾に外国語・文化を勉強しろなどと強要する
（もっともらしい）教養主義にも嫌気がさしている。こんな国際化はよく耳
にするが、もう古い。第一、〈論理のすり替え＞ではないだろうか。
　ために、以下の講演論文にはしばしば不整合がでてくるかもしれない。し
かし、これは欠点ではなく、むしろ長所だと理解してもらいたい。人間のや
ることに整合性などあるはずがないのだ。もしあるとすれば、それこそ“全
体主義．と言うことになろう。
　僧越ながら、パンフレットにこんなことを書かせてもらった。
　「以前は世界の動きなど随分遠い〈外国＞の話でした。しかし現在はどう
でしょう。ごく身近な、街角の出来事になっているのではないでしょうか。
　通りを歩く〈外国人〉、テレビなどで毎日出会う世界中の人々（しかも流
暢な日本語！）、生活用品のなかに入り込んだ輸入品、海外旅行を普通に楽
しむ人々一今や、新しい時代を考えるのに、ベルリンの壁、ソ連の崩壊、
日米経済協議の決裂、民族・内乱の間題などを持ち出さなくても、ごく身近
に語り出すことができます。
　もはや世界の動きは〈国際（intemationa1）＞ではなく、　〈人際（inter－
personal）〉だ、と考えたい。」
　こんな（我が儘な）意図がどこまで実現したのだろうか。ともかく、当日
の詳しい日程・テーマ・講師などはつぎのように収まった。
日　　時 テ　　ー　　マ 講　　師
ll月8日㈹
〈街角から＞
1．街角から見たドイツの動き一
　統一とEUの挑戦 的　場哲　朗
2．私が見たままの中国 察　　柱　　国
ll月9日休）
〈ふたつの体験＞
1．私の異文化体験
’”2．私の日本体験
向井千代子
DavidBradley
11月10日休）
く転換へ向かって＞
1．英語帝国主義からの転換 渡部　ちあき
2．「国際マーケティング神話」の崩壊
一アジアにおける日本企業のエートスー 塚　田　朋　子
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　末尾ながら、本公開講座の実現に向かって努力された関係各位にはこの場
を借りてお礼を申し上げたい。とりわけ、小山市教育委員会の若林和雄氏に
は、われわれの遅々として進まぬ我が儘な企画を忍耐強く待っていただき、
感謝の念に耐えない。
　「なぜ、日本人は国際化が好きなんだろう」と、同僚のアメリカ人がそっ
と僕に尋ねてきた。彼にとっても予（かね）てからの疑問だったらしい。だ
が、これまで誰にも聞けなかった。聞いても無駄だ、と彼は直感していたの
かもしれない。
　「エリマキトカゲみたいに、ときどき盛り上がるんだよ。それに退屈な若
者に〈夢＞の一つも与えなきゃ。」
などとお茶を濁そうと思ったが、
　「アメリカではinternationa1なんて言わないよ」
と彼の目は意外に真剣だった。
　そう言えば、ドイツの友人たちもそんな言葉は使わない。ならば、なぜ日
本ではこんなに鷺（かまびす）しく「国際性」などと難し立てるのだろうか。
一体、日本の「国際性」の正体は何なのだろうか。長い鎖国の負い目・反省
のようなものが隠れているのだろうか。それとも、欧米コンプレックスから
来る、一過性の（衝動的な）流行病のようなものだろうか。あるいは、ひょっ
として、（本能的に）虚視眈々と新たな経済戦略のようなものを練り上げて
いるのだろうか。しかしそれにしても、個人の，自、遣いや表情がまったく伝わっ
て来ない。ムードだけが先行して、まったくひとの気配がない。第一、国民
こぞっての「国際性」も何か変だ。
　「これは変だ！」
　この点だけは、不思議に二人の意見が一致した。その間、何度互いの研究
室を往復し合ったことか。それもそのはずだ。何しろ二人の間には、廊下の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　ぞ距離などでは容易に測れない、深い文化の〈距離＞が隠れているのだ。とも
あれ、本講演論文集の英文タイトルの方は、一応、「冷戦後のく国際化＞」
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（“lntemationalism”in　the　post－cold　war　world）と蟻訳すこと”で落ち
着いた。
　　　　　　　　街角から見たドイツの動き
　　　　　　　　　　統一とEUへの挑戦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的　場哲朗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈個性、創造性そして反権力＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドイツの教育目標
　昨年、休職しまして一年間ドイツで生活しました。以下の話は、こうした
経験からなっています。偏りも多いかとは思いますが、「所詮、客観的な国
際化などあるはずはない！」と信じていますので、勝手に遠慮なく話させて
もらいます。
　わたしの話の基本は次の3点です。
1．多種多様を認めよう。
2．国際化にひとつの基準など存在しない。
3。政治や産業や言語や宗教と言った〈紋切り型の国際化＞ではなく、
　街角からの〈国際化＞、〈個人と個人の関係＞、つまり結局〈人問＞
　が大切なのだ。
　これがわたしの出発点であり、結論となります。ただし、私の話はきわめ
てローカルな話になります。何しろ私は神様ではないのです。世界を一望す
るなんてとてもできません！
友人宅でテレビを見ていたところ、急に音声が消えました。変だなと思い、
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テレビをいじっていると、こんなテロップが流れました。
　「耳が聞こえないということはどんなに苦しいことでしょう。言葉が理解
できないということはどんなに苦しいことでしょう。わたしたちの町には言
葉や肌や宗教の違うたくさんの人達がいます。言葉や肌や宗教による差別を
やめましょう。世界には多種多様なひとびとがいるのです。ドイツはEUに
挑戦します。」
頭をガンと殴られたような経験でした。それまで国際化と言えば、外国語
を学んだり、外国人の目を気にしたり（逆に言えば、日本の異質性にコンプ
レックスをもったり）で、とにかく〈世界という大きな基準のようなもの＞
があるものと信じてきました。欧米先進国と言えば、皆同じ基準で行動し、
同じ言語で考えるものと一学校教育を通じて一教えられて来ました。こ
れまでわたしが欧米思想に関心をもってきたのも、正直言って、こうした欧
米先進国コンプレックス（イデオロギー）があったからです。ところが、そ
の欧米で、「言葉や肌や宗教による差別をやめましょう」と突然言われたの
ですから、そのショックは想像を越えるものでした。
　わたしはここに新しい「国際化」を見たような気がしました。と同時に、
休職までしてドイッに来ざるをえなかった自分の屈折した気持ちが一挙にふっ
飛んだような気がしました。
　こんな言葉も町中で見つけました。
　「残る国境はあなたの頭の中にしかありません」（ある駅の掲示板。しか
も、外国語で書かれていた）。
「ひとはだれも外国人です」（新聞の標語）。
面白いことに、通りや駅でもっともよく耳にした言葉はスラブ系の言葉で
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した。
東西の壁が崩れ、急激なスピードで国際化が進んでいるのです。
　しかし、これは当然な
のかもしれません。私の
学生時代とは違い、現在
では、学生が海外を経験
することも不思議ではあ
りません。東京の大学で
哲学と倫理学を教えてい
ますが、この大学では毎
年、世界中の高校を卒業図1・世界地図を見ると日本もアメリカも蟻隅っこ．だ
した学生たちに出会います。それも、けっしてアメリカやヨーロッパだけで
なく、余り耳にしたことのない国々からの帰国子女も多いのです。先日たま
たま友人に電話したところ、ちょうどこれから仕事でルーマニアに行くとこ
ろで、「英語もドイッ語も通じない」と嘆いていました。その他、ベトナム、
中国で生活している友人も結構います。むしろわれわれ教員の方がアナクロ
な国際化を夢見ているのではないかと思えるほどです。
　以下、ドイッというローカルな地域から世界を見ることにします。〈世界
に冠たるドイッ＞等というアナクロな国歌がありますが、今の世に、〈世界
の警察〉を気取るご立派な国もあるぐらいですから、これくらいは大目に見
て下さい。
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1，ドイツ人の見た「世界」
　1989年、ドイッを東西に分けた〈ベルリンの壁＞がなくなり、ドイッが統
一しました。これはだれも予想しなかった劇的な事件でした。ちょうどソ連
や東欧などの共産主義国の崩壊と軌をひとつにした事件でしたから、ベルリ
ンの壁の崩壊は、単なるひとつの国家の事件を越えて、何か戦後世界の象徴
的な事件だったように思われます。いや、もしかしたら20世紀世界のもっと
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も象徴的な事件だった、と言うことになるかもしれません。
　ただ、ドイッ人たちと一緒にベルリンのブランデンブルク門に立ち、旧国
会議事堂などを見て参りましたが、私達の気持ちはむしろ、第2次大戦のベ
ルリン攻防であり、ワイマール時代のドイツでした。あるドイツ人はぼつり
と、「これでやっと戦争が終わった」と言い、東西の壁の崩壊はむしろ戦後
復興の始まりだ、といったようなことを述べていました。ロシア、あんな野
蛮なロシアによくもまあ長い間占拠され続けたものだ、と言うことでしょう。
〔日本の米軍はいつ出ていくのでしょうか。まさか、このまま居続けるので
はないでしょうが。日本の独立を切に望みます！［これはタブーでしょうか
］〕Q
?? ヨーロッパの中心に位置するドイツ
　最近の日本の新聞記事から、ドイッに関するものを拾いあげましょう。
　「ネオ・ナチ」、「EU（欧州連合）」、「米英仏露といった先勝国がドイツか
ら撤退したこと」、「東西ドイッの差別感」、「東ドイツの復興の困難」など。
私の気付いたかぎりでは、大体こんな記事ではないでしょうか。
　ではドイッの新聞ではどんな日本の記事が載っているのでしょうか（93－4
年度）。
　「自民党一党支配の終焉」、「天皇の訪独」、「日米経済協議断絶」、「皇太子
の結婚」などですが、概して少ないです。まずほとんど皆無といっていいと
思います。こういうと日本人はコンプレックスをもちたくなりますが、しか
しドイツ人は大体において外国に対して関心がありませんから、これは特別
他意があるわけでもありません。1994年の10月中、東ドイッのドレスデンに
いましたが、ここでは「日本の女性が数十万回無言電話をかける」などとい
う三面記事もありました。これは興味本位の記事です。ドイツには日本の大
新聞に当たる新聞は存在せず、概してローカルな新聞ばかりですし、これを
読むと、まことにローカルな記事ばかりです。たまに外国のことが話題とな
りますが、大体において自分の回りの国々であり、とりわけロシアと旧ユー
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ゴスラビアの記事ばかりです。アメリカしか掲載されない日本の新聞とは好
対照のように思えますが、これはともに自分達の生活に直接利害をもつから
であって、新聞なんて大体こんなものでしょう。
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　　　図2．EU概観（Marc　Fritzler，Stichwort　EU－Statistik，1994）
　ドイッ人は世界をどのように見ているのでしょうか。ここでは建前を取り
去って本音の部分でドイツ人に語ってもらいます。皆さんも一応ここではド
イツ人になりすまして下さい。〔相当な偏見がありますが、どんな国も大体
こんなものだと達観して下さい。何度も言いますが〕
　「国際化」（名詞Intemationalisiemng、動詞intemationalisieren）と
いうドイッ語はありますが、あまり使いません。この言葉は二度見ましたが、
どちらも日本企業の看板でした。友人のシュベンッと散歩中に、「なぜ、ド
イッ人は〈国際化〉と言わないのか」と質問して見ましたが、「国家や企業
なら〈国際化〉という言葉を使うが、個人の段階で外国人と付き合う場合は、
〈国際化〉ではなくて〈Ausl翫derfreundlichkeit＞　（外国人に親切に）と
言うんだ」と答えてくれました。ドイツは回りをいろいろな国に囲まれ、こ
うした国との関係を無視しては成り立ちませんから、国際化はむしろ常識で
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あって、あえてこんな言葉を使う必要もない、と言うのです。これに対して、
近年、さまざまな形で海外の人々と付き合うようになって、出来た言葉が
く〈Ausl●翫derfremdlichkeit＞　（外国人に親切に）＞だ、と言うのです。
　そういえば、この言葉はドイツのいたるところで見かけました。そして実
際、町中や電車等ではたくさんの外国人を見ることができました。なぜ分か
るかと言えば、こうした人達は皆自分達の言葉を使っているからです。それ
に、ホテルや電車などには世界中の言語でいろいろなことが書かれています
し、宗教ももはやキリスト教だけではないからです。お寺や神社も立ってい
ます！
　フランクフルト空港で購入した世界地図を見て下さい（図1）。中心にイ
ギリスがあります。日本やアメリカは地図の両端に位置しています。こうし
て見ますと、ヨーロッパが世界の中心だと言うのが歴然とするはずです〔腹
が立ちますが〕。そのヨーロッパ本土を見ます（図2）。両側に、フランス・
スペインを中心とするラテン文化があり、東側にロシアやポーランドといっ
たスラブ文化が広がります。その中央に広がるのがドイッ文化圏です。皆さ
んは、ドイッというと「西ドイッ」だけをイメージすると思います（“東西
冷戦”の名残です！）。実際は、ドイツ圏はオーストリア、スイス、デンマー
ク、ポーランド、オランダ、ベルギー、旧ユーゴスラビアの一部に広がって
います。こう見ないと、ヨーロッパの歴史は見えて来ませんし、なぜ現在、
ユーゴスラビアで戦争が続くのか、またなぜドイツはいつも戦争ばかりして
いたのかということも見えて来ません。EUの本部がなぜベルギーに置かれ
るのか、なぜEUではつねにドイッとフランスだけが話題となってイギリス
をはじめ他の国々は一切無視されているのかも見えてきません。
　手元の資料を見てください〔図3〕。一番上の文字がフランス語です。こ
のフランス文字は、英語等も利用しているので、皆さんの中には、これが英
語だと思っているひとも多いかと思いますが、実はこれは正しくは〈ラテン
語標記＞と言います。ひとによっては、アルファベットなんて野暮な言い方
を嫌って、エレメンタと呼ぶひともいます。これに対して、一番下の言語は
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ロシア語です。スラブ文字とか、キール文字とか言われます。ヨーロッパの
東側はほとんどこの文字を使います。実際、ドイッから東に向かう列車に乗
りますと、キール文字で書かれ、英語がないのに気がつくはずです。〔ただ
し、ラテン文字の代表フランス語はどこでも見付けられます。何しろ、ロシ
アの貴族はフランス語を使っていたぐらいですから。〕真ん中の言語がドイ
ツ語です。ドイツ字体などと言いますが、明らかにラテン字体ともキール字
体とも違っています。
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　　図3．フランス語、ドイツ語、ロシア語
　ちなみに、ヨーロッパでは国家の成立は自分達の言語の自覚からはじまり
ました。『聖書』に、バベルの塔という話があります。高い塔を立てて、神
のそばに近付こうとした人問たちに怒って神がひとびとの言語を変えた、と
いう話です。ところが、この話を信ずれば、バベルの塔建設に参加しなかっ
た民族は人類最初の言葉を変られなかった、つまりアダムとイブの使用した
“原一言語。を保持しているということになります。こうしてヨーロッパの
ひとびとはそれぞれ自分達の言語こそこの“原一言語．だと競うようになり、
そして民族意識が生まれ、ついに国家成立にいたったのです。つまり、nation
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とは本来〈言語＞概念なのです。ですから、ヨーロッパのひとびとの言語に
対する愛着はすさまじいものがあります。フランス人の英語嫌いは有名です
が、この点ではドイツ人も負けてはいませんし、イギリス人もフランス語や
ドイツ語に関心を持ちません。皆同じくらい、かたくなです。この点、日本
人は柔軟です。これはいいことです。
　〔『聖書』が出たついでに言えば、ヨーロッパはもともとキリスト教地域
で、カトリック（普遍という意味のギリシア語）を信じていました。その基
礎となったのがラテン語で書かれたブルガダ聖書でしたから、ラテン語に対
する愛着は極めて強いです。EUは基本的に“ブルガダ聖書地区”と考えれ
ばよいですし、ここから当然、ラテン語を使用するフランス語やイギリス語
に対する敬意というものが生まれて来ます。〕
　ご覧のように、ヨーロッパはひとつではなく、大きく三つに別れているこ
とが分かると思います。欧米などと言いますが、これは間違いで、けっして
ひとつではありません。戦後の冷戦期には世界は〈西と東〉で説明されまし
たが、これでも真のヨーロッパは理解出来ません。何しろドイツは、神聖ロー
マ帝国の継承者なのです。真ん中にがっちりドイッ圏がある、と考えて下さ
い。つねに三つなのです。＜三位一体＞なのです（？）。少なくとも、ドイ
ツ人はそう考えます。「ドイッはヤットコの要だ」とドイツの哲学者ハイデッ
ガーが言っていますが、こう考えてはじめて、ラテンとスラブ、アメリカ文
化とロシア文化、そして西と東といった勢力圏が理解されるのです。そして
必ずドイッ人はこう付け加えます。西も東も元はと言えばドイッの大学制度
や政治思想や科学を輸入しただけではないか、と。中には、アメリカ本土の
ドイツ植民地域とかソ連領域のドイツ植民地域などを挙げつらって、ドイッ
はこんなに歴史の表舞台に出ているのだと言う人もいます〔しかし、ここま
で行くと、薮の中ですが！〕。
　ついでに、ヨーロッパでもっとも多く使用されている言語をご存じでしょ
うか。意外と、こうした事実は知らないものです。実は、ロシア語なのです。
二番目がドイツ語で、三番目が英語・フランス語の順になっています（図4）。
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ついでに言えば、EUで使用される言語は、加盟国すべての言語ということ
になっています。EUの職員になろうと頑張っている女性たちは一生懸命、
こうした言語を勉強しています。ドイツでも、10才で英語、12才でフランス
語、そして14才で第三外国語が必修と
なっています。〔第2外国語に日本語
を入れている都市もある！〕小学校低
学年の子供達が、EU加盟国すべての
言語で数え歌を歌っていたのは印象的
でした。しかし実際は、EUでは、緊
急の場合、英語、フランス語、ドイッ
語の3力国語を使用するということに
なっています。〔私の個人的な希望で
ヨーロッパの5大言語
??『?ロシア語ホ
ドイツ語
英語
フランス語
イタリア語
（千人）
101000
92000
59000
55000
53000
（零ヨーロッパ地域のみ〉
　　　　　　　　　　　　　　　　図4．
は、イギリス語で統一したら、と思いますが〕。
ヨーロッパで使われている言語
b．ドィツ人の日本観
　ドイッ、ここでは狭い意味での〈ドイツ＞という国家にかぎります。正式
名称は、「ドイッ連邦共和国」（Bundesrepublik　Deutschland，BRD）と言
います。首都はベルリン。面積は36万㎞（37万歴）、人口7700万人（1億2
千万）ですから、ほぼ日本と同じ程度と思って下さい〔（）内は日本〕。
　そのドイッ人は日本人をどのように思っているのでしょうか。本音の部分
を交えて語ってもらいます。語ってくれないところは、強引に推測します！
　（ドイツ人の隣国観は省略）
　ドイツ人は日本人を本当に尊敬しています。心から敬服しています。その
理由は何か。簡単です。よい自動車を作れるからです。よい自動車を作れる
国が文明国であり、これが出来ない国が後進国である、と断定します。この
話をしてくれた友人はゴルフ（お父さんはトヨタ）に載っています。この基
準から言えば、ドイツ人が世界の国々を見る基準がほぼ分かってきますが、
ここではこれ以上追及しません。
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　「Japanistgro．B（日本は偉大だ〉」と、彼はよく言っていました。全
共闘崩れの私には何か不満は残りますが、悪い気はしません。実際、日本と
アメリカは別格の扱いを受けます。工場地域ではしばしば日章旗と星条旗が
はためき、正直また、眩い思いもします。〔外国に行けば、なぜか〈右翼＞
になってしまうのです！〕。これは、ヨーロッパ人が苦々しく思っているア
メリカに日本が堂々と戦争を仕掛けたばかりか、戦後は経済で戦っているこ
とも、一因しているのかも知れません。それに、ヨーロッパ人がもっとも恐
れている大国ロシアに向かって、「北方4島を返せ！返さなければ、金は出
さぬ」と堂々と言えるのは日本だけだ、というのもあります。何しろ、ロシ
アはドイッ人の〈目の上のたんこぶ＞なのです。嫌いを越えて恐1布なのです。
　政治の話はよしましょう。ドイツ人が日本人を尊敬する理由は、大きく三
つあると思います。
　まず第一に、日本人が勤勉なことがあります。勤勉、明朗はドイッ人のもっ
とも好むものです。そして何より、明治以降、森鴎外をはじめとした有能な
インテリがドイツに留学したことを忘れてなりません。ドイッ人は日本と違
い、今でも大学（Universitat）を別格の世界と信じていますから、大学に
有能な人材を送った日本に敬意を送ることになるわけです。
　そして第二に、ドイツに出稼ぎ労働者を送らなかったことをあげることが
できます。ドイッをはじめとした西欧（もちろん、アメリカも例外ではない）
は基本的に階級社会ですから、こうした外国人労働者を蔑視する傾向が極め
て強いのです。
　そして第三には、ドイッ芸術を愛好する日本人人口が多いことを挙げるこ
とが出来ます。実際、美術館や音楽ホールは日本人とアメリカ人でいっぱい
です。それも、良い指揮者のときは、60パーセント以上が日本人ということ
も珍しくありません。多分、アメリカ人も多いとは思いますが、区別がつき
ません。何しろ、ドイッ人並にドイツ語をしゃべりますから。テレビを見て
いると、ポール・マッカートニー、シルビア・クリステルなどのスターがド
イツ語で冗談を言い合っているのです〔恥ずかしながら、私の実力では理解
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出来ない〕。友人のアメリカ人にこの話をしたら、「僕達は一応仲間だから、
当然でしょう。ドイツ人は外人ではないし、アメリカ人も外人ではないです
から。戦争のときはいがみ合うけど、終われば関係ないよ」。ちなみに、「日
本人は外人。でも特別な外人」と、ドイツ人に云われます。日本人とドイツ
人の〈国境〉と、アメリカ人とドイッ人の〈国境＞とではまるで違っている
のです。「戦後のふたつの国一日本とドイッ」などといったタイトルをよ
く見ますが、これは安易な比較であって、実際はどうも日本だけは〈蚊帳の
外〉というのが正直なところでしょう。歴史も文化も違うのですから、これ
はまあ当然なのですが。むしろ、これからは〈違う日本＞が期待されている
のかもしれません。私は、国際哲学会などに参加したおりは、〈違う日本＞
を力説します。ただし、都立大学の0教授に、「的場先生、やり過ぎはいけ
ません。こちらのひとは東洋の神秘を本当だと信ずるのですから」とたしな
められましたが。ともあれ、こうした〈国境＞がありながらも、西欧や米国
の芸術（それも、超一流どころ）を理解する日本人たちは立派だと思います。
やはり、西欧には優秀な人材が派遣されているのです。短大でも国際化など
と騒いでいますが、これからは「ディズニーランドやハワイ」といった次元
ではなく、世界の一流芸術を理解出来る〈国際化＞にも力を入れるべきでは
ないか、とひとり意気込んでいるこの頃です〔むろん、毛嫌いされますが〕。
2．ドイツ人の平均的な生活
　「ドイツはキリスト教の国です。だから、キリスト教の知識がなければダ
メです」一。
　とは、昔の話です。いやむろん、多くの観光地を見て回るとき、どうして
もこうした知識は必要です。というのも、どんな町にも教会が立ち、これが
観光の名所になっているからです。ケルンやウルムの大聖堂を見ると、いか
にも壮大です。これがドイツだ、と思わず稔ってしまいます。私の子供など、
夜中に見上げたものですから、「ゴジラだ」とびっくりしてしまいました。
しかし「教会は美術館のひとつ」と考えればいいと思います。宗教の知識も
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歴史学のひとつと考えて下さい。「私には宗教はありません」という宗教無
関心はドイッではごく普通のことです。「何しろ、ヒットラーさえクリスティ
ヤンだったからね」とは私をドイッに呼んでくれたローディ教授の話です。
それに第一、宗教がありますなどと答えれば、税金（宗教税）を取られます。
　では、現在、ドイッ人を魅了しているものは何でしょう。それは、旅行で
す。西ドイッも東ドイツも、ともに「旅行会社」（Reiseb世o〉ばかりです。
旅行会社がドイツのく教会＞だ、といっても過言ではないのです。お小遣い
や給料をためて、夏休みに豪勢な旅行をする一これがドイツ人最大の楽し
みです。ですから、ストアーのそばにはく倹約貯金所＞があり、こつこつと
小銭をためます。夏休みは一月以上取ることが義務となっています。この期
間、地中海に家を借りたり、世界中を旅行したりします。「地中海はドイッ
人のバスタブだ」とはよく言われますし、ヨーロッパ中でドイッ・マルクを
使っている姿を見ますと、何かエコノミック・アニマルというか、ファシズ
ムというか私には余りいい気持ちはしませんでした［ドイッ人は気がつかな
いようですが］。ですが、ドイツ・マルクは強いし、ドイツ語も強いのです。
ドイツ語こそヨーロッパの共通語だ、と以前朝日新聞で2度見ましたが、こ
れは生活実感からする本音です。しかし、戦後のドイツは、こうしたく国力
＞を悪いほうに使わないように、そして海外から悪く思われないようにとひ
たすら努力しています。単独国家ではどこも生きて行けません。
　1マルクはほぼ65円換算です。ですが、1マルク＝100円と考えた方が便
利です。どちらが物価が高いのでしょうか。日本は高い、とよく言われます。
多分これは東京を中心に言っているのではないでしょうか。ドイツでもフラ
ンクフルト、ベルリン、ミュンヘンとなるとびっくりするぐらい物価が高い
です。特に、住宅費は日本よりはるかに高いのではないでしょうか。それに、
何かと別料金を取られます。食料品などは比較にならないほど安いです。し
かも、EUのおかげで、国境がなく、安い国からもっとも良い食料品がつね
に供給されますから、おいしくて新鮮です。日本も早く自由化してもらいた
い、と切に思います。ただ、私達日本人にはドイッの食事は口には合いませ
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ん。肉は臭くて、どれもアブラどろどろの感じです。ですから、日本食を食
べますが、こうなると、食費は日本の3倍になります。日本人はどこにいっ
ても住みにくいのでしょうか。ガソリンは普通、国境を越えて安い店を探し
ます。公共料金は、日本とは比較にならないほど安いです。年中全室暖房で、
風呂や料理も電気を使いますが、これがびっくりするほど安いのです。交通
費も安いです。それに、これはいろいろな種類がありまして、賢く購入すれ
ば、驚くような値段で電車に乗れたり、飛行機に乗れたりします。たとえば、
スペイン旅行10日問、ホテル・食費・交通費込みで1万5千円などというの
も見付けました。ただしこれはドイッ語ができて、ドイツ人と自分で交渉す
るく実力＞がなければ不可能ですが。
　日本の消費税に当たる付加価値税があります。これは15パーセントという
高額です。ですから、ドイツ国外で買い物をするのが賢明です。企業の空洞
化どころか、“国民の空洞化”は当たり前なのです！日本もそうなるでしょ
う、キット。
　ドイッには、大学が52あります。どれも立派な歴史ももち、いかにも大学
と言った規模のものばかりです。しかしこうした大学に進学するのはきわめ
て難しく、また入学金・授業料など一切取りませんから、学生も卒業したが
りません（教育は無料、と決まっています）。現在180万人の学生が在籍して
いますが、実際の許容量は90万人ですから、相当なマスプロ教育です。日本
ほどではないですが、進学熱もあります。しかし入学試験は存在しませんし、
どの大学に進学してもよいことになっていますので、日本に比べればのんび
りしている印象です。大学の最初の2年くらいはいろいろな勉強にチャレン
ジし、3年くらいから本格的に取り組む、といった傾向が強いです。ですか
ら、がりがり勉強している学生も少なく、2割から3割の学生が途中で退学
します。夢がなくなった、とかで。大学間格差は存在しないことになってい
ますが、実は存在します。その手の雑誌も出版されます。将来専門を磨こう
と思う学生はこの雑誌を参考に大学を選び、また学科を選びます。有能な学
生が偏差値の低い大学に進学すれば、国家の損失になる、とある雑誌にあり
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ました。ただ、日本とは違い、ノーベル賞クラスの研究者や世界的研究者を
登用することになっていますから、勉強は真剣ですし、大学の設備も整って
います。大学には当然のこととして、膨大な図書が集積されていますし、ま
た他大学や研究機関との連絡も密です。それに、学生は自由に転学できます。
ちなみに、日本の大学で名前の知られているのは「東京大学（Todaiで通用）、
京都大学、早稲田大学、慶応義塾大学」です。日本にはたくさんの（いわゆ
る）大学があることはドイツでもすでに知られています。ですから、ドイツ
では大学と認定するものと認定しないものをはっきり決めています［この資
料はどこから来ているのかは知りません。多分、公の資料が交付されている
のでは、と想像しますが］。留学する場合、大学卒業と認定されない場合が
多々生じます。
　ドイツの個人住宅は広々として、また頑丈な住宅です。200年もつ家を建
築する、とよく言われますが、実際、100年以上の家はざらに見受けられま
す。家は地下室（食糧庫・体操場・大工室・トイレ・風呂などが完備）、一
階（台所・居間・トイレ）、二階（寝室・トイレ・風呂）、屋根裏部屋からなっ
ています。自動車は2～3台ありますが、室内は概して堅実です。ドイッ人
はプロテスタントの伝統を誇り、きわめて質素で保守的です。ドイッ人は合
理的だ、と言われますが、むしろ私の目から見ると、不合理なほど保守的で
す。そして他に、広い家庭菜園ももち、ここに簡単な別荘を建て、週末はこ
こで家族と過ごします。この別荘のベンチにのんびりと座り、一日夫婦でい
ろいろなことを話すのだそうです。私も座ってみましたが、10分ももちませ
んでした。本が読みたくなったり、テレビが見たくなったりするのです。何
かをしていなければならない私の性癖はまさにく日本人＞ということでしょ
うか。
　ちなみに、ここで説明した家は東ドイツのドレスデン（西ドイツではなく）
の平均的な家です。私の泊まった家の隣には、サンルームの中に屋内プール
がありました。「東ドイッは貧しい、と思っていました。しかしここに来て、
日本の方が貧しいことを知り、ショックでした。日本は金持ちというが、そ
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の金はどこに行ったのでしょうか。住宅、生活感覚、ゆとりから見ても、日
本人は本当に貧しいのです」と思わず、ドレスデン近郊でお世話になったド
イッ人老夫婦に白状してしまいました。「東ドイッはホーネッカーが支配し
て、こんなに貧しいが、日本では誰の責任か」と何度も聴かれましたが、
「はてまた誰の責任なのでしょう」。
3．東西ドイツ人の問題
　ヴェッシー（西のやつ）とオッシー（東のやつ）と互いに軽蔑して、あら
たな差別観が生まれつつある、とよく言われます。実際、東ドイツの町を歩
くと、西側との違いを実感させられます。
　しかし、私が話をした多くのドイッ人たち（その多くは、年をとったひと
たちですが〉は自信をもって、「5年すれば大丈夫」とか、「ゆっくりやって
いこう」とか述べていました。こんな経験もしました。ヴァイセンフェルス
からライプツヒまでタクシーに乗ろうと、「いくらか」と質問したところ、
「85マルクかかる」と言うので乗りました。実際はそれ以上になったのです
が、メーターをとめ、私が渡したチップも取りませんでした。東ドイツで何
度もタクシーに乗りましたが、一度もチップを受け取りませんでした。
　たしかに東ドイツは大戦で破壊され、その後の共産主義社会の中で疲弊し
ています。建物などはボロボロです。しかし目下、急ピッチで再建が進めら
れています。公共の交通機関が更新され、通路が改修され、大学の校舎（ド
イッ人らしい！）が再建されています。駅前の再開発も急ピッチです。多分、
近いうちに西ドイッに追い付くことだと思います。何しろ、日本と違い、町
並はすでに五・六百年前に十分出来上がっていて、土台はしっかりしている
のですから。それに高速道路や鉄道や室内プールは戦前から完備しているの
ですから。（ll月8日講演、一部省略・加筆）
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私の異文化体験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向　井千代子
　細野先生から初めて「国際化」の問題について話をするようにと依頼され
ましたとき、正直言って困りました。というのは、私は外国にはよく行きま
すが、国際化の問題についてはあまり考えたことがなかったからです。そこ
で今回は、私の異文化体験を語りながら、国際化とか国際的ということにつ
いて、私も一緒に考えてみたいと思います。
　（中略一一具体的な体験談）
　このように私はあちこち旅行し歩き、あちこちに友人たちがおりますが、
にもかかわらず「国際化」ということについてはあまり考えたことがありま
せん。歳月がたつにつれて、私は少しずつオープン・マインド（open－mind－
ed）になってきましたが、それはきっと、いろいろな経験を通じて、それほ
ど自分を隠す必要がないと分かってきたからかもしれません。でも最後に言
いたいことが二つあります。
　一つは、私の研究している作家、E．M．フォースターの『民主主義に万歳
二唱』（TωoC舵2rs∫or1）θmocrαoッ）というエッセイ集に収められた「私
の信条」（“What　I　Believe”）というエッセイの紹介です。基本的に私はフォー
スターと同じ意見です。これは1938年、つまり第二次世界大戦前夜に発表さ
れたもので、その要旨は次のようなものです。
　まず、自分には別に信条なんてものはない。しかし、どうも不穏な時代で
あるので、強いて信条と呼べるものを探せば、まず自分は人と人との個人的
関係を信じる。次に、民主主義を信じる。どうしてか、と言えば、民主主義
には二つ良い点がある。一つは、民主主義は多様性を受け入れるからだ。も
う一つは、民主主義は反対勢力の存在一つまり批判　　を許すからだ。こ
の二つの理由により私は民主主義に対して万歳を二唱しよう。でも、三唱は
しない。
　もし、何か危機的状況に陥り、国を選ぶか、友を選ぶかの瀬戸際に立たさ
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れたら、私は断固として、国を裏切ってでも友人の方を選ぶだろう。
　そして、最後の締めくくりはこんなふうになっています。「裸でこの世に
生まれてきた私は、裸でこの世を去っていく！これは、またすばらしいこと
なのである。お蔭で、シャツの色は何色でもその下の自分は裸であることに
気づくのだから。」
　こんなことが書いてあります。この最後の言葉は私に次のようなおとぎ話
を思い出させます。
　ある王様が不治の病に罹りました。高名な医者に相談すると、この世で自
分は完全に幸福だと断言する人のシャッを貰って着れば治ると言うのです。
国中を探してやっとそういう人が見付かりましたが、何とその人はシャッを
着ていませんでした、というお話です。
　フォースターの話と直接的にはつながりませんが、何となく意味深長な奥
深い話とは思いませんか。
　私はフォースターが好きです。彼はイギリス人とイタリア人、イギリス人
とインド人、イギリス人の中の異なる階級の問の問題といった、今で言えば
異文化間コミュニケーションの問題を扱う作品を沢山書いています。『イン
ドヘの道』（A　PαSSα8θε0血d‘α）がその代表作です。興味のある方は是非
読んでみて下さい。数年間にディヴィッド・リーン監督の手によって映画化
されましたので、観られた方もおられるかと思います。
　もう一つ、加えたい話があります。それは今年（1994年）の夏、中国へ行っ
たときの話です。内蒙古から北京に帰ってくるとき、私は中国語が話せない
ので、日本語の話せるモンゴル人の青年ダルハンが送ってきてくれました。
　　　　トンリャオ内蒙古の通遼から北享まで列車で18時間かかります。北京で一泊して、翌朝
日本に向けて発つ予定だったので、北京市内の外国人向けのホテルに一泊し
ました。お礼のつもりでダルハンにも一部屋取ってあげました。翌朝、ルー
ムサーヴィスで朝食を私の部屋で食べ、そのままテレビを見ながら話しこん
でいました。そうこうするうちに出発の時問が来ました。部屋に荷物を取り
に帰ったダルハンが、まもなくしょんぼりとして戻ってきました。「どうし
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たの」と聞くと、「荷物がない」と言うのです。早速ルーム係に電話をしま
したところ、何と、お客様が捨てていったものと思い、ゴミとして捨てた、
というのです。唖然としました。「じゃ一、ゴミの中を探そう」ということ
で、ゴミの中を探し、やっとバッグ（ビニールの安物ではありますが）と日
本語の辞書だけ見付け出しました。他のものは出てきません。金は身に着け
ていたのですが、他に地図、歯ブラシ、食糧その他がありました。全く許せ
ないと思いました。私はあのホテル（外国人相手の馬鹿高いホテルですが）
には二度と泊まりません。
　多分、ダルハンさんがモンゴル人なので馬鹿にしたか、あるいは中国人と
思って、中国人のくせにこんな高いホテルに泊まるとは生意気な奴と思った
　　　　　　　　　　　　　　　　すきか。それとも、あのホテルは、お客の隙あらば何でも盗ってしまうような、
ひどいホテルなのか。私の英語がまだまだ下手で、私の怒りを十分に表せな
かったのが残念でたまりません。お金を払うときにそのことを訴えましたが、
係りが違うとばかり取り合ってくれません。中国人は、日本人と違って、こ
ちらが感情を表しても簡単に相手にうつらないのです。これも又、大きな異
文化体験でした。
　結論として、何を言いたいのかと申しますと、こういう中国人は、金に毒
され、人間性を失っている、堕落しているということです。内蒙古の純朴な
人々と比べると、何と北京のホテルの人々は精神的に堕落していたことでしょ
う。中国は一応共産主義の国ですが、今、かなりのスピードで資本主義化し
つつあります。その中で「金」中心の考え方に汚染されている人々が増えて
います。全世界的な人々の交流が盛んになり、全世界的に資本主義体制にな
りつつある今日、金や物を中心とする考え方に汚染されていない人問の存在
が貴重なものとなりつつあります。
　「違いがわかる男」とか、「多様な価値観の時代」とか言われていますが、
今の日本はまだまだ均一の価値観の上に成り立っている国です。吉本隆明に
『共同幻想論』という著書があります。もう既に内容は忘れていますが、と
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ても良い本でした。我々の無意識裏に抱いている共同幻想についての話です。
日本人の共同幻想というと「天皇制」とか「長い物には巻かれろ」とか浮か
んできますが、日本でも戦後、民主主義教育が十分になされましたから、
「民主主義」というのも、私たちの共同幻想の一つでしょう。例えば、選挙
のとき、自民党も社会党も公明党も共産党もみんな「民主主義」を一つのう
たい文句にしています。この「民主主義」というのは、フォースターも言う
ように、かなり国の違いを超えて存在する共同幻想と言えましょう。
　前にお話ししました、キリスト教徒のアフリカ人、トニーと、イスラム教
徒のモロッコ人の議論＊を思い出して下さい。二人は三時間も議論し、結局、
意見が一致しませんでした。だからといって、取っ組み合いの喧嘩をしたわ
けでも、翌日から口をきかなくなったわけでもありません。価値観の違う人
間同士が出合うとき、互いに話し合い、互いの違いを認めると同時に、互い
の共通項も認め、同じ人間として、ある程度の距離を置いて付き合うのが、
大人の関係でしょう。E。M．フォースターが「何色のシャッを着ていても、
その下は裸だ。そのことを忘れまい」という意味のことを言っているのも、
そのせいなのです。我々の思想や幻想は、我々の着物、シャッに過ぎない、
とは思いませんか。
　　　　　　　　は　我々は身ぐるみ剥がれれば、皆、裸なのです。そのことを見据えながら、
世界各国の行き来の盛んになった、この時代を生きてゆけばいいのだ、と思
います。そして、国際人とは、国際的に通用する人とは、何も外国にしょっ
ちゅう行く人とか、外国語に堪能な人とか、外国人の友人がIO人以上いる人
とか、そういう人ではないこと。一生、自分の村や町から一歩も出たことが
なくても人間として立派な人。杉原千畝のような人。人を、その膚の色とか、
服装とか、外見とか、教養とか、金持かどうか、社会的地位が高いかどうか
といったことでは差別しない人。王侯貴族であれ、大統領であれ、社長であ
れ、主婦であれ、老人であれ、子供であれ、とにかく、人間は人間だ、同じ
人間だ、という目で、人を見られる人こそ、国際的に通用する人であって、
何も取り立てて「国際人」などとレッテルを貼れる人間なんていない、とい
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うのが、私の結論です。
＊1988年にヨーク大学のサマースクールに参加したとき、同じ寮に住んで
いたアフリカ人のトニー（キリスト教徒）と、イスラム教徒のモロッコ
人とが、イエス・キリストとマホメットではどちらが偉いかということ
　を巡って、腕々三時間に渡る大論争を展開した。
私の日本体験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　David　Bradley
　こういう場所にでるとどうしても、職業柄英語で考えてしまいますので、
挨拶から始まって、英語の授業を始めようとする気持ちになります。しかし、
今日は日本語で話さなければなりません。始めに冗談か笑い話を用意しない
事を謝ったほうが良いかもしれません。と言うのは、普通英語でこのような
話をする時は、よく冗談から始めることが多いからです。日本人がスピーチ
をする場合はよく弁解の言葉から始まります。
　本日の私のスピーチの題名は「私の日本体験」です。私の体験の多くは英
語教師として英語を教えながら生活することと、日本語を勉強することの二
つが殆どの時間をしめていましたので、言葉と言葉の勉強とを中心に話した
いと思います。
　初めに、日本の美にうたれて、または日本の文化に深い興味を持って日本
に来ました、とでも話しが始められたらカッコいいのですけれども、実際の
ところ日本に来た動機はずっと有り触れたものでした。
　私はイギリスのウェールズに生まれ、大学卒業後ロンドンで働いていまし
た。けれどもずっとロンドンでのサラリーマン生活を送り、落ち着く前にちょっ
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と世界を旅してみたいと思っていましたので、新聞に記載されている“東京
で英語を教える教師”の募集広告を見て、それに応募して日本に来ました。
1974年頃の私にとって日本はとても遠い国であり、仕事を辞めて日本へ行く
ことはとてもたいへんな事でした。その当時、日本の平均収入よりもイギリ
スのほうが高かったし、日本に関する記事も新聞にはめったに載っていませ
んでした。もし載っていても、興味をそそるような内容ではありませんでし
た。とにかく日本の事は知られていませんでした。そうでした、その数年前
に日本の学生デモが、世界の新聞のトップ記事に載っていました。経済面で
も日本の商品（時計、カメラ、電気製品など）が、ヨーロッパに広く進出し
た事が載っていましたが、こんにちほどの経済大国ではありませんでした。
ある日、日本へ行く準備をしていた時、叔母が心配そうに新聞を取り出して、
東京の銀座ではスーッが8万円、ワンピースが5、6万円とか物価について
の記事を見せてくれました。それを見て周りの人達はとても心配して、何の
為に日本へ行くのかと聞きました。私自身は卒業して間もない時だったので、
今でいうワーキングホリディーの気分で、生活可能な収入が入りさえすれば
良いといった程度に考えていました。
　このような状態から日本での生活が始まり、今日に至りました。最初の生
活は東京に住み東京で働いていました。印象の一つは時間通りに来る電車、
故障しない自動販売機でした。本来、イギリスのほうがそうだったはずでし
たが、当時のイギリスはストライキが多くて電車は時問通りでなく、自動販
売機もよく壊され故障しました。
　最も苦労したのは言葉でした。特に何も文字が読めないのは、簡単な事も
出来ない子供に戻されたような感じでした。私の日本滞在の多くは、冒頭で
も述べましたように、日本語の勉強に費やされました。最初のうちから、日
本語を覚えようと思ったのではないのです。日本に来て最初の一週間は、日
本語を勉強してもとても覚えられない、と思いました。それは学生時代スペ
イン語をある程度勉強して、それからフランス語もちょっと学びましたが、
しかしものになるほどではなかったからです。そんな経験から一年位、日本
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語を勉強しても仕方がないという気持ちでした。でも結果的に日本で10年間、
殆ど日本語の勉強に費やしたのでした。英語を教える傍ら日本語を学んだの
で、両方補足的な関係を持っていて、私の言語習得に対する考えはその両方
の融合からなっています。
　外国語の一番楽しい勉強の時期は初級の段階でした。その時、単語も文法
も、物の考え方も、全部珍しく毎日新しい発見でした。少しずつ、勉強して
いる単語の意味が理解できるようになり、日本語を話している時の単語の意
昧が、ただ一語一語の翻訳ではなく、まるで別世界の現実である事を発見し、
珍しくてすごく楽しかったです。
　外国語を覚えるとき、異文化間で生じる心の様々な変化の状態を通過しな
ければならないのが通常ですが、その状態、つまり新鮮さ、刺激、欲求不満、
挑戦、できた時の自信、こういう状態を通過しなければならないのは一般的
に知られています。私の場合も初級の頃は遅い進歩の度合にもかかわらず楽
しかったです。日本語の勉強を難しいとか、苦しいとか感じたのはずっと後
の事でした。それはある程度、もう会話ができたうえで漢字を学び、読む練
習をしていた時でした。本当に良く勉強していたのは、ある程度会話に慣れ、
話せるようになってからでした。そういう時はもう始めの頃の珍しさ、発見
の感覚はなくなっていますけれど、ある程度話せて自信がついているので落
胆はしませんでした。人によって進歩の度合はまちまちですので比較するの
は難しいかと思いますが、自分の場合を例にとるなら、日常会話ができるよ
うになるまでに2、3年かかりました。日本に来て最初のうちの生活は東京
でしたので、その環境はほとんど職業柄英語だったので、田舎に住むよりは
進歩が遅かったのだと思います。
　日本に住んでから6年たった頃、初めて日本語で小説を読むようになりま
した。私の好きな言葉の一つに、英語習得についてたくさんの本を書いてい
る松本道弘氏の言葉で、「常に正確性を追求してやまぬ真摯な態度が肝心だ」
と言うのがあります。この事を柔道に照らし合わせて考えれば、週1、2時
間ぐらい練習して上手になろうと思っているなら笑われるでしょう。ある教
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え子が、「よく英語が出て来ない」と言いますが、少しだけしか勉強しない
で上達できると思うことは、柔道の場合と同じように問違いです。外国語の
勉強を柔道に例えれば、それぞれの段階を決める必要があります。そうする
と例えば、「3級になるのにはどうすればいいか」、「初段になるのにはどう
すればいいか」と、はっきりした段階があれば、もっと効果的な勉強ができ
るのではないかと思います。人々が柔道の練習を始めたからといって、みん
ながみんな必ず3段にならなければいけないというわけではありません。そ
れぞれ時問と興味にあわせて練習をしていけば良いのです。仮に英語の初段
の基準は、一般のテレビ番組を理解して普通に新聞が読めたり、推理小説が
読めたりする事です。学生がこの基準に達しなければ、必要に応じてその段
階を選べば良いと思います。内容と基準がはっきりしていれば、その勉強の
度合をもっと簡単に選べると思います。例えば初段を目標にするなら、それ
はたいへんな勉強の量が必要となるので、それなりの授業を設定しなければ
なりません。私の経験では、仮に今の自分の段階を初段として、これに至る
長い道を思うと畏怖の念を抱きますが、こういう色々な段階、基準ができた
ら物の考え方も変化してきます。「英語が話せるか、話せない」という表現
から「英語がどのくらいできるか」、「日常会話ならできるか」と言うような
具体的な表現に変わってくると思います。しかしこういう状態になるために
は、英語の試験や、こういう基準をはかる事のできる、教師の訓練が重要で
あると思います。教え子の能力、聞く、話す、読む、書く、それぞれ別のス
キルをはかる事のできる教師を養成する必要があります。最近、私のとって
いる英字新聞に、“小学生の為の会話試験の導入”についての投書がありま
した。しかしこういう試験を導入すれば、事の前後をあやまるような事だと
思います。会話の試験を導入する前に、その能力を判定できる教師、試験官
を養成しなければならないと思います。簡単に試験を導入するなら、現在の
中学校、高校の試験の模倣に終るだけです。今まで見て来た英語の試験を考
えると、その中身は安易に、合否決定のための試験の問題になるような内容
が多いからです。例えば難しくて、特殊な文法の規則とか、このような事を
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試験の問題にすれば、必ずできない学生が出て来ます。つまりこういう事で
は、学生本人の正しい能力判定の為の試験問題ではないのです。
　教育について私の同僚の一人が、アメリカと日本の教育制度を比較して、
基本的には同じ民主主義的な考えを持っていると言いました。しかしそれぞ
れの国では解釈が異なるので、アメリカの場合は、大学に入り易くて卒業し
にくいという評判がありますが、日本では試験に合格すれば、だれでも希望
の大学に入れるというように、この結果は日本国民のほとんどが、同じ門を
通り抜けようとしている結果です。日本はよく学歴社会といわれますが、あ
る意味では、イギリスも同じ様な学歴社会とでも言えるでしょう。私は日本
で初めてに卒業式というものを見ました。何故なら、イギリスの高校の場合
は卒業式はありません。ですから卒業証書もありません。イギリスの場合16
才までは義務教育ですので、そこまでの高校教育は義務づけられています。
合格、不合格はありません。しかし、イギリスには全国的に検定試験のよう
なものがあります。一般教育の検定試験、英語でGCSEは学校で教える教科
のどれでも受けることができます。多くの16才の生徒たちがこの試験を受け
ます。P合格した科目だけ合格証書がもらえるのです。大学またはカレッジに
進みたい学生達は、18才まで高校に留まり、同じGCSEの上級試験の結果を
もとに大学に申し込みます。合格した科目だけの合格証書を手にします。こ
の証書は就職先、就学先での資格になります。つまり、イギリス人は学校へ
行く目的は、そこを出るためではなく、資格を得るためです。その資格をも
とに就職先や進学先が決まるのです。ある意味ではイギリスも学歴社会なの
です。そして大学を卒業してまた何年か過ぎた後、転職する時にその資格を
持って、就職先へ申請するのです。これだけ試験が重要な役割をもっていま
すので、その内容が間われるのです。私は日本へくるまで“マル・バツ．式
の試験を見たことがありませんでした。中学校から大学を卒業するまでの試
験の殆どは、答案用紙は白紙でした。その一枚の白い紙に質問の答えを書い
て、試験官に合格する為の知識を持っていることを証明しなければなりませ
ん。そういう意味で試験の基本的概念が、日本は違うように思われるのです。
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日本の学生を見ているとマル・バッ式試験が多く、毎週のように行っている
ような印象を受けます。マル・バッ式試験によって生徒には何が出来るか、
その能力を測る事ができますか。ある教育心理の本の中に“覚えるというこ
と”で、例えば、「スキーは夏の問身につき、泳ぎは冬の間に身につく」と
書いてありました。つまり新しい技術を身につけるには、その内容の消化の
時間が必要なのです。毎週のように、毎月のように、進歩を測る事はできま
せん。新しい知識、新しい事実を消化するのには、時間が必要です。毎週の
ように進歩が測れるのは、ごく初歩的な段階だけです。例えば英語の場合で
すと、最初の一年で毎回の授業に新しい単語が出てきて、初めて出会った場
合のみです。中級、上級と上達してくると、そう頻繁に上達はみえないので
す。私の場合、一番熱心に勉強していた頃は、日本の推理小説をたくさん読
んでいました。毎月2、3冊読んでいました。そんな中で新しい単語が出て
きたとしても、毎月、上達したという意識はなかったのです。そういう段階
まできた学生に対して、能力の進歩が測れるわけはないはずです。今でも思
い出すのはたくさん読む練習をして、漢字を勉強していた頃でした。絶えず
知っている漢字の数を意識していたのですが、ある日ふと漢字を幾つ覚えて
いるか、チェックしていない自分に気づいて、本当に上達したと悟りました。
言い換えれば、自分がどのくらいのレベルまで到達したのかという事を気に
しなくなって、本当に上達した事を感じたのです。
　2、3年前、大使を引退するイギリスのジョン・ホワイト氏が東京記者ク
ラブで会見した時、日本の将来について話題にしましたがその時、今後の日
本にとって大きな課題は海外に対する知識の欠如です。外国についての意識
を高めなければ、それが悪い影響を及ぼす可能性を示唆しました。日本がこ
んなに影響力を持つ現在、日本が世界を理解しなければ、世界も日本を理解
することはできません。この問題は言葉と無関係ではありません。私が日本
に来て初めの頃、日本語を勉強していた時、日本で一番何が難しいかとよく
人から聞かれたのですが、私の答えはいつも「言葉です」でした。異文化間
の相互理解には相手の言葉が解らなくても、ある程度気持ちが通じ合うこと
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はあるのですけれども、言葉なしに深い意味での理解は難しいと思います。
外国語とその文化を学ぶとたいてい次のような結論がでてきます。
（1）自分の文化で合理的で常識だと思われていることでも、他の国では非
　　合理的で非常識に思われる場合がある。
　（2）外国へ旅すると不安、孤独感、自信喪失などを経験する人は多い。
　（3）外国について、又は異文化について話しをする時、類似点ではなく相
　　違点を強調する傾向がある。
　（4）相違点を否定的な言葉で表現することが多い。
　（5）異文化についての他人の話しは鵜呑みにしないで、自分自身で判断し
　　　たほうがいい。
　（6）異文化の微妙なニュアンスを理解するまでには、経験と勉強が必要で
　　　す。
　（7）異文化を理解するには勉強に限りはないが、6ヶ月とか一年とかの短
　　　時問では何でもできるようにはなれない。
　（8）頻繁な人との接触、もしくは勉強がなければ、型にはまった狭い印象、
　　　つまりステレオタイプを作るのは必然的であるかもしれない。
　（9）自分の国の言葉に対する気持ちは外国語を学べばもっと明確になる。
　　　ドイツ人のゲーテは“外国語を学ぶ事は母国語を学ぶ事だ”と言って
　　　いる。
　⑯　外国語に対して優越感を覚える人は多い。
　⑳　異文化を深い意味で理解する為には、その国の言葉を理解する必要が
　　　ある。
　働最後に異文化を受け入れる為には、良い所も悪い所も見て、その両方
　　　をはっきりとさせたうえでの理解が必要である。
　最近の日本は、私が覚えているイギリスに似てきたような気がします。こ
れはどういう事でしょうか。二つの可能性があります。両国は本当に似てい
るか、それとも私が日本に順応してきたか、あるいはその両方なのでしょう
か。国の規模や生活様式はいろんな面で似ています。又、私は日本にこんな
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に長く住むつもりはありませんでした。こんなに長く日本に住んだのは、
「きっと日本が好きだからでしょう」とよく聞かれるのです。そして「好き
なところは」と聞かれる時、もし私が返事にためらいを示したら、相手は透
かさず、例えば京都とか奈良とか、華道、茶道、又は歌舞伎など、日本の伝
統的な文化芸術を幾つかあげ私の答えを待つのですが、私は京都へは一度し
か行っていないし、歌舞伎はまだ、華道、茶道は少し見ただけです。日本に
住んで日本の好きな事は、毎日味わえるのです。例えば、畳、その匂いと感
触、熱い風呂、温泉、日本酒、家の中で靴を脱ぐ習慣、季節の変化、おしぼ
り、時間通りに走る電車、故障しない公衆電話、自動販売機、社会の秩序や
治安の良さ、そして、人達の気配りや礼儀正しさ、こういう有り触れた毎日
味わえるような事が、私の好きな日本なのです。
英語帝国主義からの転換
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部　ちあき
　今日はお忙しいところをおいでいただきまして、どうもありがとうござい
ます。私の話には「英語帝国主義からの転換」というずいぶん過激な題がつ
いておりますけれども、中身はそんなに過激な話かといいますと、やはり過
　　　　　　　　　　ラデイカル激かもしれません。まあ根本的な話になるかと思います。
　この題をべつの言いかたで申しますと「国際化とは何か」ということにな
りますが、この“What　Is　Intemationalization？”というのは、中学、高校、
短大、大学、どこのスピーチ・コンテストに参りましても、必ずひとりやふ
たりは話す題でして、私自身「ああ、またか」とうんざりしてしまうくらい
なのですが、実はこの「何度も耳にするからといって、聞きあきてわかった
ような気になってしまう」ことこそが、「国際化」の一番の敵なのです。「本
当にわかっているのか」を常に自分に問い続ける姿勢、これこそが「国際化」
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において一番だいじなことだからです。
　来週にはこの短大でも推薦入試がございまして、私も受験生に面接をいた
します。そこで毎年よくあるパターンは、まず「あなたはなぜ英語科を選び
ましたか」とこちらが聞くと、待ってましたとばかりに、パンフレットのど
こかに書いてあったような文章を「国際化社会の現代において英語は…」と、
ダーッと暗唱しはじめる。途中でつっかえると「すみません、もう一度」と
またはじめから「国際化社会の現代において英語は…」とやりなおすわけで
す。
　乙女の努力のいちずさ、いじらしさを私も認めはいたしますが、しかし冷
静に考えて「この生徒は自分の頭でものを考えるという姿勢に欠けている」
と判断せざるをえません。
　18歳の女の子が、毎日受験勉強ばかりさせられていて「国際化とは何か」
などという問題について自分なりの立派なヴィジョンをもっていたりしたら、
むしろそちらのほうが不思議であって、わからなくったってごくごく当り前、
ですから「なんとなくよく聞くけどよくわからない、だからこそ、それをこ
こで勉強させてもらおうじゃないの」というようなことを言ってくれればそ
れでいいのです。こわいのは、言葉をちりばめたからといってそれで消化し
たような気になってしまうことのほうなのです。実際のところ本当の国際化
をはばんでいるものはまさにこれであって、国際化というのは、たとえばこ
の指輪のように、外からくっつけて身を飾り立てるような性質のものではあ
りません。それはむしろ体質改善に近く、からだの内側からの変革であって、
ものの見方そのものにかかわることなのです。
　ここの短大では毎年夏に半月ほどカナダ研修というのがありまして、私も
40人ばかりの学生を連れて参ります。そこでの授業というのは、学生たちが
街に出て、課題の紙を手に持って、市場のおじさんやら、そこらへんのおね
えちゃんやらを呼びとめて質問をする、という形式が主でして、学生たちが
英語で話しかけるとカナダの人たちもだいたいは親切に答えてくれて、学生
は自分の英語が通じるのでえらく感激いたします。けれども学生のなかには
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「私たちはその国のことばを一生懸命勉強していって道を聞く。だけど日本
に来る外国人は日本語をろくに知らないで英語で道を聞いてきて、私たちは
それに英語でうまく答えられないからってすごく恥ずかしいとか申し訳ない
とか思う。こんなのって、先生、ずるいじゃないですか」と怒るのが出てき
ます。まさにそうです、「ずるい」んです。入試の面接の時には「使える英
語を学んで、外人に道を聞かれたときにちゃんと教えてあげられるようにな
りたいです」とかなんとか言ってた子たちが、カナダヘ来て、日本でのこと
を裏返したときにパターンが重ならない、その「ずれ」に気づく、こうした
意識の変化こそが「国際化」といえる性質のものなのです。
　“lntemationalization”という単語は、“inter”すなわち“between”に
????
n”がくっついてできているものですから、「国と国のあいだを行き来
すれば、外国へ行って日本と違う体験をすれば、それで国際化」という安易
な誤解を招きがちです。そこで今日の話では、“intemationalization”を
??
lticulturalism”と、とらえていきたいと思います。“Multi”は“many”、
?? lture”は文化、すなわちものの見方ですので多元文化主義という訳にな
りますが、国際化とは「複数のものの見方を認める方向へうごくこと」であ
る、と私は定義したいと思います。
　ではこの“intemationalization”＝“multiculturalism”は、いったい何か
らの転換なのか、実はそのもとのところが非常に曖昧にされているのが実状
です。そこで私はそれをあえて“monoculturalism”あるいは“uniculturalism”
と呼びたいと思うのです。“Mono”も“uni”も「一」という意味ですので、
この「一元文化主義」とは「ひとつの見方だけでものを見たりまとめたりし
ていくやり方」ですが、これは百年前のキーワードで申しますと実は
“imperialism”、なにをかくそう「帝国主義」なのです。今でこそ、この帝
国主義ということばは悪者扱いされておりますが、当時は「未開を文明に引
き上げてあげる、野蛮の地に文化を広めてあげる」「善意」としての美名で
した。日本は敗戦以来、軍事的・政治的には帝国主義と訣別したことになっ
ておりますが、自分の価値観だけでものを判断し位置づける「認識の帝国主
一262一
新しい時代の「国際化」
義」、これは実はきわめて根強く残っているように私には思われてならない
のです。
　“Multiculturalism”とはすなわち、自分の価値観だけが唯一絶対のもの
ではない、価値観はすべて相対的なものである、ということですが、これは
決して簡単なことではなく、戦争に負けたからといって一夜にしてこちらに
切り替えられるような性質のものではありません。欧米では帝国主義から多
元文化主義に意識が変わるまでに、百年もかかっているのです。
　それでは、これはどんな変化であったのか、ものの見方、考え方の枠組が
変わるとはどういうことなのか、これは社会や学問の実にさまざまな領域に
ゆきわたる広いものですが、今日はこれを私の専門に関する部分について少
しだけ、ご紹介申し上げる形で、お話ししたく存じます。
　ではこの百年を、1900年、2000年、その中間の50年代・60年代のあたり、
と大ざっぱに三つの目印をつけてとらえることにいたしまして、まずは身近
なところで美術の話からはいりますと、この1900年の前後では大きな流行の
変化がありました。1900年の前のほう、つまり19世紀末はアール・ヌーボー
の時代と呼ばれ、曲線の美、ギリシャ・ローマ的な「肉の美」がたたえられ、
女性で申しますと、京塚昌子まではいかなくともマリリン・モンロー的な豊
満な女性が美しいとされました。それが20世紀にはいりまして特に1910年代、
アール・デコになりますと、直線の美、エジプト的な「骨の美」が評価され、
オードリー・ヘップバーン系が美しい、となります。そうしますと詩で女性
を口説く文句も、それまでは「君の瞳は星のよう、君は月の女神のようだ」
などという感じだったのが「この蚤をごらん、これがぼくたちの愛のあかし
だ、この蚤は僕の血を吸い、君の血を吸って、この蚤のなかで僕たちはまじ
りあう」というような抽象的なのがよろしい、とされます。この、蚤がどう
とか言われて興奮する人はあまりいないようにも思えますが、それはさてお
き、「何が美しいか」が変わるということは「何が真実か」が変わる、とい
うことでもあって、つまり、世紀末までは星とか月とか、遥か彼方にあるも
のが真理だ、というプラトンのイデア的発想だったのが、こんどは、蚤のよ
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うにそこらへんにあるもののエッセンスを抽出していけばそこに真実が見つ
かる、という感性になるわけでして、これはちょうどこの頃の写真やX線撮
影の技術の発達・普及に対応しています。つまり、どんな美女でもレントゲ
ンをかければみな似たり寄ったりの骨になる、という感覚が一般に広まるわ
けです。
　こうした価値観の変化は、時間的には少しずつ遅れてですが、やがて文系
の学問の枠組や方法論にもあらわれてまいります。すなわち、それまでは職
人芸・名人芸に近く、学者の個人的な才能・天性が相当多くを左右していた、
それが20世紀前半に構造主義が登場しますと、どんな複雑な対象でもレント
ゲンをかけると骨になる、つまり単純で数学的な「構造」に還元できる、と
なって、ここへきて文系の学問も「科学」としての客観性を獲得した、と喜
ばれたわけです。しかしこの構造主義では、動かない、静的な構造はわかる
が、どうしてそういう構造ができたのか、どうしてそれが変わっていくのか、
そこのところが説明できません。そこで20世紀後半になると、ポスト構造主
義というのが出てきます。ポストというのは「それ以後」ということですが、
これは、構造の生成と変化をこそまさに問題とするもので、いろんな人が
「ノマド」とか「力」とか「ゆらぎ」など、いろんなキーワードを使ってお
りますが、つまりは構造をめぐる「うごき」を見ていくものといえます。ポ
スト構造主義は、構造を生きている生命体としてとらえていく点で、こんど
は生態学・生物学に近いものとなってきたわけです。
　こうした展開は言語学によく出ています。伝統的な規範文法は、法律のよ
うに「正しいルール」がまずあって、それに従って合わせてゆくべきもの、
いわば“should”の文法でした。それが構造文法では、今あることばの現状
を観察・考察する“is”の文法になります。さらに生成文法では、ことばが
生まれてくるしくみを考える“wilr’の文法になるわけです。
　私が直接の専門としております文学研究にも、こうした波は及びます。そ
れまでの文学批評は「評論」で、優劣の基準がまずあって、作品をそれによっ
て振り分け、かつ作家に劣らぬ文学的才能をもって文章をものす「文人」が
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批評家でした。それが構造主義の影響で生まれたニュー・クリティシズム、
「新批評」では、作品をあたかも顕微鏡の対象のように観察し、それ自体の
構造を分析していくようになります。これはやがて行きづまりまして、現在
ポスト構造主義の時代の文学研究におけるキーワードは“intertextuality”、
間テクスト性と申します。これは文学作品を生命体としてとらえ、それがど
うして生まれてきたのか、単に背景をさぐるというのではなく、作品には他
の作品を生み出す力もあって、作品というのはさまざまなテクストの間をう
ごめく生きものとして存在している、とこれもまたやはり生態学的な見方で
す。ですから作品には、意識・無意識に大小さまざまな影響や力が、直接・
間接に、複雑にはたらいている、そのことを「多重決定」、“overdetermination”
というふうに言うわけです。
　さて、このような「ものを見る枠組」の変化は、決して学者すなわち「勉
強おたく」の世界だけで理論上のみで展開していったのではありません。じ
つは政治的、社会的な、非常になまぐさい現実と密接にからんでいることな
のです。
　それではここの、50年代の世の中といえば何か。私などはミーハーなもの
ですからすぐジェームズ・ディーンがうかびます。彼の「理由なき反抗」に
は、実はちゃんと理由がありました。その反抗がどういう形をとったかとい
いますと、それを示してくれるのが60年代のヒッピーでして、つまり体制か
らの離脱という方向にいきました。
　どういうことかと申しますと、できあがったものとして現実をとらえて固
める構造主義は、今ある体制を正当化し、特定の集団の権威・利益を保護し、
その特定の価値観を絶対化することでそのもとに他の集団を従わせる、つま
り、一元文化主義、帝国主義の、理論的な裏付けとして機能してしまうわけ
です。これに対してポスト構造主義は何をしたかと申しますと、ひとりだけ
名前をあげさせていただきますとフランスの哲学者でデリダという人がいま
す。私は個人的にこの人は坂上二郎に似ていると思いますのでフランスの二
郎さんと勝手に呼んでおりますが、彼のしたことは“deconstruction”とい
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います。これはもういちいちディコンストラクションと言うのがめんどうな
ので仲間うちではデコちゃんと言っておりますが、これは“destruction”、
破壊とはちがいまして、体制なり構造なりにダイナマイトを投げてぶっこわ
してしまえというのではなく、“de－construction”、構造から脱する、とい
うことで「脱構築」などとも訳されております。つまり、ある構造がもって
いる論理そのものを使って、その構造がもっている矛盾をあばき、その構造
自体の土台をつきくずしてしまうことです。これは「あげ足とり」などとい
う些末なことではなく、ある構造は自分を組み立てているまさにその根拠ゆ
えにこそ、また自分を崩壊させずにはおかない、ということで、彼のこの手
続きがもついちばん大きな意味は、「構造」のもつ「絶対性」、「完全性」の
堅固さを否定してみせた点だと私は思います。つまり、どのような価値観で
も人におしつけまくれるようなものはない、すべて価値観は相対的なもので
ある、この文化の相対性の認識こそが、“multiculturalism”のいちばん大切
な部分であると、私はいいたいのです。
　こうした意識の転換が、文学史にも及びます。たとえば、従来、アメリカ
文学史は、白人、かつ男性の作家が中心で、ユダヤ人作家もいるこたあいる
けど「おまけ」、黒人作家も「おまけ」、女性の作家も女流作家とか閨房作家
などという感じでやっぱり「おまけ」、だったわけですが、これが最近は、
マイノリティの評価が高まるということにとどまらず、文学史の根本的な組
みかえがおこってきて、白人男性を頂点に、他をすそ野に配するピラミッド
型から、白人・ユダヤ人・黒人・女性・ヒスパニック・アジア系などを横一
列に同等に並べる串団子式の、全体像の再編、とらえ直しが進んでいます。
　こういう組織・系統の解体、つまり樹形図的支配から横並びの共存へ、と
いう転換は、ちょうどソ連の崩壊のようなもので、それまではソビエトがこ
ういう教卓の上に立ってラジオ体操のお手本をして、みんながそれに合わせ
て一・二、一・二、と両手を上げ下げしてたのが、「独立国家共同体」になっ
て、高いも低いもなくなってみんながグランドで手をつないでマイムマイム
を踊りはじめた、みたいなものです。
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　「英文学」も最近は英文学といわず「英語文学」ということが多いわけで
すが、これも、今までは英国が頂点で（というのが英国人の見方でアメリカ
人は怒るでしょうが）米国がその下にきて、その次にカナダ、オーストラリ
ア、ニュージーランドなど英連邦の国、そのまた下にアジア・アフリカの旧
植民地で書かれたものがくる、という政治的・歴史的現実をそのまま反映し
た序列が文学でも、なんとなく、しっかりと、されていましたが、「英文学」
を「英語文学」といいかえる時に、この組織形態をそのままにして単にてっ
ぺんのふたつの国だけだった枠をしもじもの国にまでひろげる、というので
は不十分です。こうしたタテの配置をおしゃかにして、みんな横に並べかえ
たうえで、いいかえるのでなくては意味がありません。
　このてっぺんにいる英国の文学だけをとってみても、よく見ると、イング
ランドが頂点、スコットランド・ウェールズ・アイルランドがその下、外国
人はそのまた下、という位置づけをされてきたのが最近は、ブッカー賞とい
う、いわばイギリスの芥川賞みたいなものをとるのが前回はアイルランド系
の作家、その前には日系で長崎生まれのカズオ・イシグロなどもいて、イン
ド人のサルマン・ラシュディなど、今やイギリス文学をになっているのはそ
の「下」とされてきた層のほうだったりするわけです。
　このように価値観の再編成の進む世の中にあって、英語教育というのは考
え方の枠組」にかかわれる絶好の科目です。つまり、道具としての「ことば」
を身につけたり、情報として「文化背景」を知るのもいいけれど、なにより
も、自分とは別の「システム」を学ぶことで自分自身のもっているシステム
を相対化し認識の形態を複数化、多様化する、そこにこそ英語という科目が
もついちばん大きな意味と可能性があると私は思います。
　ところが現在の英語教育がそのようにおこなわれているかというと、どう
もそうではないようで、そんな抽象的なことは文部省の指導要領に書いてな
い、と言われればそれまでなのがなんとももどかしい限りです。
　この百年の日本における「単一文化主義からの脱却の試み」には二段階が
あるように私は思うのですが、その最初のものが開国でした。このとき日本
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人は西洋文化を自国の文化の横に並べずに上にのせて、「追いつき追い越せ」
をスローガンにしてしまった。これは日本文化に西洋文化を加味する二元文
化主義、“biculturalism”ではなく、西洋を頂点とする“monoculturalism”
にみずからを隷属させ、吸収させてしまう形でした。このような位置で必要
とされるのはとにかく「学ぶ」こと、また情報は「本」としてはいってくる
ので、必然的に明治の英語教育はひたすら「読む」受信型となりました。
　現在また別の状況で「国際化」を迫られている日本では、情報は人間や電
波の形で入り、また出ていくようになりましたから、聴き、話し、そして書
く力も、要求されてきました。でも問題は単にこういう情報の交流形態・方
向だけではありません。「発信型を加えた双方向型の英語教育でなくては」
という時に、もっとも根本的にふまえておかなくてはならないのは、こうし
た世界観の変化、価値観の転換こそであって、この多元文化主義に適応する
ばかりかリードすらしていく立場におかれている現在の日本で、英語を教え
る人間がそういう認識も使命感もなしに、あいかわらず「英語がわからない
と恥ずかしい、申し訳ない、肩身が狭い」的な、明治以来の意識でいるので
は、いくら熱心に「良心的」に、献身的に教えても、それはアングロサクソ
ン系の価値観を頂点とする「英語帝国主義」を広め、その片棒をかつぐ手先、
お代官、井筒屋、みたいなものになってしまい、世界のなかで日本の位置を
確立していくべきこれからの世代の足を、むしろひっぱることにもなりかね
ないのです。
　“Monocult皿alism”、すなわちあるひとつの価値観の中にとどまってい
ると、いくらその中で「すべきこと」を完壁になしとげ「理想的」な構成要
素たりえても、全体集合が方向を誤るとそれと心中してしまうことになる、
それがたとえば戦前の日本であり、だれもが「お国のため」、「正義」のため
と思ったのに「まちが」った、またドイツのナチズムだって「アーリア人は
優等民族だがユダヤ人は劣等民族だから抹殺すべし」という思想は今から見
たら気ちがいですが、その民族選択の社会思想は当時の段階での進化論の自
然選択・人為選択という科学思想の概念を応用したものであって、その当時
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のドイツ人には「正しい」と信じられていたわけです。ですから一番こわい
のは、自分の属する価値観を疑わないこと、相対化しないことであるわけで
す。
　いままでの「構造」や「体系」が壊れて混乱し、新しい秩序への模索がつ
づく現在の世界では、どんな問題をとりあげても、ひとつの立場で解決がつ
くことはなくなっています。さきほどの多重決定と同じことで、ひとつのこ
とに実にいろんなことがからんでくる、そういうものを解くには、いわば一
本の式で答えをひとつだけ出そうとするような一元文化主義ではとうてい歯
が立ちません。いろんな国や人の違い、利害、影響を考慮し、いくつも式を
立て、答えも何組も出てくるような連立多次多元方程式にとりくむのだとい
う立場、すなわち多元文化主義をこそ、その問題自体が要求しているわけで
す。
　こういう時代の「国際化」は、どうあるべきなのか、だれもが手さぐりを
しているわけですが、ふたりだけ名前をあげさせていただければ、たまたま
どちらも女性ですが、ガヤトリ・スピヴァック、彼女はインド系のアメリカ
の大学教授で、このような時代の問題意識を「ポスト植民地主義」といって
います。これは今日の話の「帝国主義からの転換」と同じことでしょうが、
それをあくまで旧支配者側から見た「帝国」ではなく下からの「植民地」の
ほうの語でとらえることで、これからの主人公を示しているように思えます。
またブルガリア生まれのユダヤ系でフランスの哲学者、ジュリア・クリステ
ヴァは「エトランジェ」（外国人、異邦人）としての自己認識を提案してい
ます。つまり、人はだれでも認識のシステムをもっていて、その内側に自分
を、外側に他人をおく。けれども他人のシステムではそれが逆転し、自分の
ほうが外側になる可能性が、あって当り前である。そのように人はみな他人
にとってエトランジェであると、そういう柔軟な意識転換の必要性をのべた
ものかと思います。
　じっさい、価値観がいくつも生まれたり衝突したりしている現代を生きて
いくには、自他の価値観の枠を自在に往来し越境していくフットワークこそ
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が求められているのではないでしょうか。いままでの自分の定位置に安住せ
ず、そこからいったん出てみること、それは不安ではあっても同時に自分を
解放し、ほかの見方を得ることで問題への理解を深めてくれます。ちがう価
値観を認め、自分をとりまく「構造」にしばられない勇気をもつこと、常に
自分を問いつづけること、そうした視野と姿勢、ひとことで言えば複数の構
造をわたる「うごき」こそが、真の国際人の条件であると私は思います。
　それではしめくくりに、身近なレベルでの国際化をどうすれば、という話
をさせていただけば、世間では「身近」というと「かんたん」と思いがちで
すが、「身近なこと」というのは「身を切ること」であって、自分の土台を
問い直すといっても、無意識にしていることは無意識で、意識しませんから、
これを変えていくというのは実はいちばん難しいことです。試しにみなさん
も、まず、お姑さんのいらっしゃるかたはお姑さんでも、もしくはお嫁さん
でも、上司でも部下でも、とにかくご自分のまわりで「この人は実に理解し
がたい！」と思う人を、理解しようと努力なさってみてください。この人は
どうしてこんな見方をするのか。どうしてこんなふうに考えるのか。その人
の立場になってみてください。そういう、家庭や職場で身のまわりにいる人
のことが理解できなくて、遠い外国の人たちのことが理解できるとは、私に
はとうてい思えないのです。でもいちばん手ごわくて難しいこういうお姑さ
んなりお嫁さんなりが理解できたら、もう恐いものはないわけです。
　ことし国連では国際家族年ということを言っておりまして、これが日本で
はなぜかサザエさん型大家族の復権というふうに曲解されて、テレビでも浅
野温子が葬儀屋に嫁に行ったりなんぞしておりましたが、国連が言っており
ますのは、そういう「構造」への逆行ではなく、副題が「家庭からはじまる
民主主義」でして、つまり、まず家族のあいだで、お互いのちがいを認めあ
おう、お互いを支配したりせずに、それぞれの自由と人権を尊重しよう、そ
うすれば、社会の最小単位である家族でそれができれば、国という単位にそ
れをひろげ、やがては世界平和につなげられるだろう、という理念になって
いるわけです。
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　ですから、まず今日お宅に帰られましたら、ご家族の立場になって、別の
見方で．理解しようとしてみてください。そして常にそう試みる努力を続け
られますこと、そうすればたとえ外国に行ったことなどなくても、それこそ
が、本当の意味で国際人であると、私はそういうふうに思っております。ど
うもご清聴ありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部ちあき
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